けど、 君た ち も、 行かない かね、 と 心に も 無い 勧誘が 

ふいと 口から ヒり 出て、 それから は騎 虎の 勢で、 僕に 

ね、 五十 円 あるんだ、 故郷の 姉から 貰った のさ、 これ 

から、 みんなで 旅行に 出よう よ、 なに、 仕度なん か 要 

ら ない、 そのまま でい いじ やない か、 行こう、 行こう- 

と やけくそ になり、 しぶる 友人 達 を 引 張る ようにして 

連れ出して しまいました。 あと は、 どうなる ことか、 

私自身に さえ わかりませんでした。 あの 頃 は 私 も、 随 

のんき また 

分、 呑気な ところの ある 子供でした。 世の中 も 亦、 私 

達 を 呑気に 甘えさせて くれてい ました。 私 は、 三 島に 

行って 小説 を 書こうと 思って 居た のでした。 三 島に は 



飛ばし 張りとば し、 家中の 最後の 一物まで 持ち込んで 

来たと いう 感じで ありました。 或いは 又、 孫の ハァモ 

じい だま 

二 力 を、 爺に 借せ と 騙して 取上げ、 こっそり 裏口から 

抜け出し、 あた ふた 此所 へやって 来たと いうよう な感 

じゅず ろうや 

じで ありました。 珠数を 二 銭に 売り払った 老爺 も あり 

ました。 わけても ひど いのは、 半分 ほどき かけの、 女 

あわせ 

の 汚れた 袷 を そのまま 丸めて 懐へ つ つ こんで 来た 頭 

は ほと 

の 禿げた 上品な 顔の 御 隠居でした。 殆んど 破れ かぶれ 

に 其の 布 を、 (もはや 着物ではありません。) 拡げて、 

さあ、 なん ぼ だ、 なん ぼ だと 自嘲の 笑 を 浮べながら 値 

を 張らせて 居ました。 頹 廃の 町な のであります。 町へ 



書いて 居る と、 下のお 店で 朝から みんなが わ あわ あ 騒 

いでいて、 佐吉 さん は 一際 高い 声で、 

「なにせ、 二階の 客人 はす ごいの だ。 東京の 銀座 を 歩 

いたって、 あれ 位の 男つ ぷリ は、 まず 無い ね。 喧嘩 も 

やけに 強くて、 牢に 入った こと も あるんだ よ。 唐手 を 

知って 居 るんだ。 見ろ、 この 柱 を。 へこんで 居る ずら- 

これ は、 二階の 客人が ちょいと ぶん殴って 見せた 跡 だ 

よ。」 と、 とんでも 無い 噓を 言って 居ます。 私 は、 頗 

る 落ちつきません。 二階から 降りて 行って 梯子段の 上 

り 口から 小声で 佐吉 さん を 呼び、 

「あんな 出 鳕目を 言って はいけ ない よ。 僕が 顔 を 出さ 



「大丈夫 だ、 大丈夫。」 と 言いながら、 そろそろ 梯子 を 

上リ 始めて、 私 は その 親子の 姿 を 見て、 ああ、 あれ だ 

から、 お母さん も佐吉 さん を 可愛くて たまらな いの だ _ 

佐吉 さんが どんな 我儘な ふしだら をしても、 お母さん 

は 兄さんと 喧嘩して まで も、 末弟の 佐吉 さん を 庇う わ 

けだ。 私 は 花火の 二 尺 玉よりも いい もの を 見た ような 

気がして、 満足して 眠って しまいました。 三 島に は、 

その他に も 数々 の 忘れ 難い 思い出が あるので すけれ ど 

も、 それ は 又、 あらためて 申しましょう。 そのと き 三 

島で 書いた 「ロマネスク」 という 小説が、 二三の 人に 

ほめられて、 私は自 1111 の 無い ままに 今まで 何やら 下手 
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